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１ はじめに 

建設工事中の騒音・振動による

苦情は全国で数多く発生している。

近年、特に高度成長期に建てたビ

ルの解体工事なども増加してきて

いる。一方、工事発注は総合評価

方式に変化しつつあり、騒音・振動

を抑える技術が求められている。

当社では去年から振動・騒音の計

測結果をインターネットで表示する

技術と、基準値を超えた時に携帯

電話に警報メールを自動で送信す

る技術を開発した。 

ここでは、この技術を用いたビジ

ネス展開について整理した。 

２ 振動に関する実態とマーケット 

建設作業振動防止の手引き（環

境省大気生活環境室）から抜粋し、

振動に関する実態を整理する。 

図-１は苦情件数の推移である

が、昭和50年ごろ4000件で、平成

元年頃から減少したものの、その

後 3000 件程度で推移している。 

図-２は振動苦情の種別である

が、建設作業が 60％と圧倒的に多

くなっている。 

図-３は振動レベルと苦情件数

であるが、５０ｄB を超えると苦情が

多くなってきている。図中に示して

いるが、特定建設作業では７５ｄB

が振動規制法で定められた基準で

ある。指定工場では６０ｄB となって

いる。 

図-１ 振動苦情件数の推移 

図-２ 振動苦情の種別 
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図-３ 振動レベルと苦情件数 
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図-４は、建設機械から７ｍの振動

レベルの目安である。工事前にこの

表から大体の振動レベルを想定して

おく必要がある。 

図-５は、苦情の多い工種で、建築

解体工が圧倒的に多くなっている。 

図-６は苦情の多い機種で、バック

ホー、ブレーカー、圧砕機が多くなっ

ている。 

これらの結果から、ビジネスのマー

ケットとしては、次が考えられる。 

発破工事（トンネル中心） 

ビル解体工事（ブレーカー圧砕機） 

バックホーを使う土工工事 

ブレーカーを使う土工工事 

図-４ 建設機械から７ｍ地点の振動レベル 

図-６ 苦情の多い機種 図-５ 苦情の多い工種 



３ 現在の振動・騒音に関する当社の技術 

① インターネット＋携帯電話警報 

図-７は県内のトンネルの発破工事の振動測定を行った事例のシステム説明図である。概要を説明

すると、以下となる。 

１）振動レベル計ピックアップの設置→振動レベル計データ取込み→パソコンデータ取込み（1秒毎） 

→通信カードでデータ送信（1 分毎）→当社サーバー→インターネット UP ロード（1 分毎） 

２）データが基準値を超えた場合に事前登録の携帯電話に警報メール 

図-８は、警報メールの画面例、図-９は携帯電話での測定結果グラフ表示例である。 

図-１０は PC の画面例で、グラフ中に管理基準値を表示している。通常は５ｄB 程度の静かな場所で

あるが、発破振動があると５０ｄB 近くになっていることがわかる。横軸は時間であるが、計測箇所にトン

ネル切羽が近づくと共に振動レベルが大きくなっていることがわかる。 
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図-７ トンネル振動観測システム 

図-８ 基準超えの警報メール 図-９ 携帯電話の結果グラフ 



② お知らせ装置への表示 

図-１１は、振動レベル計の測定結果を、「おしらせ装置」に伝えるシステムである。「おしらせ装置」と、

「インターネット表示」を同時に行うことも可能である。この事例は、「おしらせ装置」への連絡のみのシス

テムを紹介している。図-１２はおしらせ装置の携帯タイプ、図-１３は腕時計タイプである。 

具体的な使い方は以下のようになる。 

１） 作業形態 くい打ち工事（特定建設作業） 

２） 管理基準値の設定 ７５ｄB 

３） おしらせ装置表示開始 ６５ｄB 

４） おしらせする人 オペレーター・現場監督 

５） 工事中の対応 

(ア) オペレーター ７５ｄB を越えた場合、オペレーターは現場監督と作業方法協議 

(イ) 現場監督 ７５ｄB を超えて作業を続けた場合、オペレーターを指導 
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図-１０ PC画面の結果グラフ 
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図-１１ おしらせ装置への表示システム 

図-１２ 
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４ 今後の展開 

① 技術登録関係 

a) しまねハツへの登録 

b) NETTIS への登録 

② トンネル発破振動・騒音 

a) 県内展開 

県内施工業者への営業（トンネルキーマン） 

トンネル入札情報の確認 

b) 全国展開 

トンネル材料メーカーとの連携 

ゼネコンのトンネル技術者への営業 

③ 土工工事中の振動・騒音 

a) 総合評価の入札情報の確認 

b) 施工業者の技術提案担当への営業 

④ 建築解体工事中の振動・騒音 

a) 管理する行政側へのアピール 

b) ゼネコンの技術提案に利用してもらうように営業 

c) 解体専門業者への営業 

⑤ その他の切り口 

a) 環境計測を専門としている会社との連携 

b) 環境計測機器のメーカーとの連携 

c) 建設機器メーカーとの連携 

５ おわりに 

リアルタイムで環境計測ができるようになると、基準値内で工事できているのかが、確実に確認できる

ことになる。現在は、工事前や工事途中に時折計測をしているが、計測していない間は基準が守られて

いるのかが不明である。 

また基準に関しても、特定建設作業では基準が定められているが、それ以外の工事では、基準が定

められていないものも多い。住民や、工場、畜産関係など、守るべきものに応じた基準を定め、それが守

られているのか？その基準が適切なのか？いろいろ考えながら、建設工事を行っていくことが、今後ま

すます重要となっていくと思われる。 

現在は現地でのパソコンを介して、インターネットや警報メールを送付しているが、電源の問題、安定

性の問題が残っている。そこで、パソコン部分を専用装置とする開発も現在進めている。今のうちに、環

境計測技術を構築して、ビジネスとして成り立つようにしていきたい。 


